
　　 
　　想定を上回る少子化の進行、コロナ
禍による地域経済の冷え込みや、デジタ
ル化に向けた社会的な要請等を勘案すれ
ば、区役所においても市政課題や区政の
実情を踏まえた、機動的かつ柔軟な取り
組みが求められている。
　今後の区役所のあり方について市長は
どのような認識を持っているのか。
　　本市がこれからも多くの方々に選ば
れる街となっていくためには、個性あふれ
る魅力的な地域づくりを進める必要があ
り、区役所にあっても、地域の実情を最も
知るというその強みを生かし、様々な主体
と連携をし、さらなる一歩を踏み出すこと
が重要であると考えている。

　　街の発展に向けて、市民や企業、地
域の意欲を引き出し、縦割り行政施策に
横軸を通す、その役割は区役所が担うべ
きと思うが、さらなる区役所権限の拡充
に向けた考えについて伺う。
　　区役所が地域の最前線に立ち、住民
の皆様のニーズをしっ
かりとつかみながら主
体的に施策を推進し
ていくことができるよ
う、引き続き区役所
のまちづくり機能を高
めていきたい。

　　コロナ禍以降、陽性者の入院調整や
自宅療養者への対応、地域経済への対
策など、全庁を上げ休日返上で安全・安
心な市民生活の確保や、疲弊している地
域経済の活性化に取り組んでいることに
改めて敬意を表する。
　一方、非常に残念に感じる事は、職員
の不祥事が後を絶たないことである。
　一度事案が発生すると、せっかく築い
てきた市民の市政に対する信頼ばかりで
なく、真面目に一生懸命働いている職員
のモチベーションまで低下してしまい、
本市にとって非常にマイナスだ。
　職員の意識改革は、従来のやり方だけ
では限界にきているのではないか。すべ
ての職員の意識改革につながる新たな取
り組みの必要性について認識を伺う。
　　過去に生じた不祥事への対応も契機
に、コンプライアンス推進に向けた取り組
みを継続してきたが、残念ながら浸透が
充分とはいえず、信頼を損なう事態が無く
ならないことは深く反省すべきものと受け
止めている。
　現在、新たなコンプライアンス推進計
画の策定を進めており、モチベーションの
あり方についても充分配慮・検討する必要
があると考え、さらなる職員の指導・育成
に取り組むこととしている。皆様からの一
層の信頼を得られるよう努力していく。

　今回の議会レポートは、令和４年第１回定例会報告です。
今定例会では、令和４年度一般会計当初予算案など、議案７２件、
意見書３件を審議・可決、人事案２件に同意しました。令和４年度
の一般会計当初予算は、５９２８億９３００万円（昨年比 102.9％）と
なりました。
　今回のレポートは、一般質問で登壇した際の質問と答弁の要点、
会派自由民主党 代表質疑の質問項目等を記載させていただきまし
た。是非、一読いただき皆様の仙台市政へのご意見を頂戴したい
と考えております。
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　　昨年7月に発生した熱海市の土石流
災害を踏まえ、国は盛り土による災害防
止に向けた総点検を指示した。県所管の
2カ所、青葉区芋沢地区と泉区北中山地
区の盛土に課題があったと報告された。
　本市内で人為的な災害を起こしてはな
らない。今後、県との協議をどのように
進めていくのか、具体的な対策工事等の
見通しについて伺う。
　　本市においては昨年6月に斜面等の
変状を確認し、現地調査を行うとともに、
県に情報を提供し、ブルーシートを設置す
る応急処置を講じる指導を行っている。
　現在、本市と県が連携して伸縮計を設
置し、斜面の動きを継続的に観察するとと
もに、地盤の滑り面等を把握するためボー
リング調査を実施している。
　具体的な対策工事
は、年度内に完了予
定の地盤調査の結果
を踏まえ、影響が及
ぶ範囲の特定、地滑
りのメカニズムなどを
早急に分析し検討を
進めていく。

　　仙台市は広域的な高速道路網を活か
し、どのように市内の道路整備を進めよ
うと考えているのか伺う。
　仙台駅周辺と結節する仙台東道路の整
備が大きな軸となってくるが、この計画
がどこまで進んでいるのか伺う。また、
合わせて起点・終点となる、仙台西道路
との直結についてもどのように計画して
いくのか伺う。
　　仙台東道路は仙台西道路と直結する
方向性が示され、今後ルートや構造等に
ついて複数の企画案が示される予定だ。
　仙台東道路により東北沿岸部と本市都
心部を結ぶ高速道路ネットワークが形成さ
れ、物流・卸売の中心である市東部地区
や仙台港、広域防災拠点等との接続が強
化されることから、物流の円滑化や観光
事業への対応、交通渋滞の緩和、災害対
応力の強化など、広域的な効果が期待で
きる重要な道路と認識している。

　　バスタ仙台のプロジェクト内容と進
捗状況について伺う。
　バスの発着所の集約化が大きなポイン
トと考えるが、仙台駅を挟んで東西に分
散している既存のターミナルをどのよう

に整理統合する考
えなのか伺う。
　本市都心部の賑
わいと魅力を創出
するためのグラン
ドデザインを描く
ことが大切だ。仙
台市が主体となってどのように全体像を
描いて、多くの事業関係者と調整してい
くのかが問われる。当局の見解を伺う。
　　高速バスのバス停の集約にあたって
は周辺道路交通への影響や、鉄道などの
乗り継ぎ利便性、周辺の土地利用状況等
を勘案する必要があると考えており、今後、
本市の考えをしっかり国に伝え、関係者と
も連携を図りながら交通結節機能強化に
つなげていきたい。

　　次世代放射光施設の整備が着々と進
み、期待される産業利用の促進に向けて
具体的に知恵を絞る段階に入っている。
　これまでハード面、ソフト面それぞれ
どのような経過をたどり、現在どこまで
進捗しているのか伺う。
　　施設整備は基本建屋の工事が順調に
進んでおり、昨年末時点でほぼ完成し、
現在は加速器の搬入が始まっており、今
後ビームラインの整備や調整等を経て、
令和6年度に本格稼働予定となっている。

　　特に仙台の活性化と街の持続的成長
のカギとなる企業側の反応と動きについ
てどのような感触を得ているのか。
　　施設利用権が得られる加入金につい
ては、活用が見込まれる企業の関心も高
く、地域パートナーが各々のネットワーク
も生かしながら獲得に向け連携を図ってい
る。企業からの評価も高く、具体的な利
活用に向けた問い合わせもいただいてお
り、引き続き多くの企業の皆様の利活用
促進に向け取り組んでいく。

　 　 こ の プ ロ ジェクトとス ー パ ー シ
ティー構想を連携し、相乗効果によって
魅力ある企業誘致と優秀な人材の地元定
着を図る絶好の機会と考えるが、如何か。
　　2つの事業が相互に連携し、相乗効
果を発揮することによって、企業誘致にお
ける本市の魅力は格段に高まるものと考え
ている。ここで学んだ優秀な人材が地元
に定着し活躍できるよう積極的な企業誘
致を展開し、質の高い雇用創出につなげ
ていきたいと考えている。

北中山地滑り対策について

バスタプロジェクトについて

　　コロナ禍にあって経済状況も厳しい
中で、このプロジェクトを前に進めるこ
とに対し、批判的な議論もあるが、私と
しては厳しい状況だからこそ将来に向け
て先手を打ってでる、攻めの姿勢を大い
に歓迎するものである。
　コロナ禍の収束後の本市の活力の回
復、そして向上を見据えたときに、音楽
ホールの整備は非常に重要なプロジェク
トである事は論を持たない。愛される音
楽ホールを整備するために、今後市民や
関係者の皆様に対し音楽ホールの整備を
進める意義について丁寧に説明を尽く
し、理解を得ながら進めていく必要があ
ると考えるが、市長の所見を伺う。
　　大きな苦難を乗り越える力となった音
楽、そして市民の文化芸術のさらなる創

造の拠点となる
音 楽ホールは 、
まさに青葉山へ
の立地がふさわ
しく、この 度 の
青葉山交流広場
への整備を決断
した。

　青葉山に備わる他の所施設・歴史資源
と合わせ、仙台のアイデンティティーを象
徴するエリアとしての魅力を高めながら、
将来にわたって市民の皆様に受け継がれ、
心から誇りに思っていただける音楽ホール
を実現していきたい。

　　県民会館跡地は、音楽ホール整備に
は面積が不足したが、定禅寺通りをより
魅力と賑わいのあるエリアとするための
カギとなるとても貴重な空間である。　
　そんな定禅寺通りにふさわしい県民会
館跡地の利活用を、これまで地域の方々
と活性化を進めてきた本市が主導で行う
べきと考えるが市長の所見は如何か。
　　定禅寺通りにおける社会実験では、
スタッフとして活躍する多くの若者の姿を
目にした。このエリアを若い世代をはじめ
とする多くの人々が集い、活発に交流を重
ねる場にしていきたいとの思いを抱いた。
　県民会館跡地は、賑わい創出実現にに
向けてカギになるものと考えており、引き
続きエリアの魅力向上に取り組むととも
に、宮城県と跡地利活用に係る協議を重
ねていきたいと考えている。

次世代放射光施設とスーパーシティー構想の連携
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　　市長は「世界に誇る魅力と活力を生
み出すまちづくり」と「多様な視点から一
人ひとりの活躍を支えるまちづくり」を
施策の柱に据えられた。コロナ禍への対
応と、世界を射程にしたまちづくりの両
方を進めていこうという気概は評価する
が、その道のりは決して平坦なものでは
ない。市長がまちづくりにおいて「世界」
を強く意識した思いを伺うとともに、柱
に掲げた施策を実現していく決意を伺う。
　　本市には学都としての知的資源や東
京との近接性、また杜の都の豊かな自然
や歴史、多彩な魅力を有する東北各都市
との連携など多くのポテンシャルがあり、
これらを最大限に生かすことが未来を輝か
せるカギになると考えている。
　仙台に関わる多様な主体の皆様方の力
を結集しなければならないと考え、街と人
の双方を育む戦略性を持ちながら、市民
の皆様と共に挑戦を重ね未来を切り開い
ていく考えだ。主体的に施策を推進してい
くことができるよう、引き続き区役所のま
ちづくり機能を高めていきたい。

　　新年度一般会計予算は5929億円と
過去最大の規模となった。今年度は新型
コロナウィルス感染症の影響により市税
の納付が困難となった方に対し納付を猶
予する特例が設けられたが、まずこの徴
収猶予の特例を受けた方の件数、税額と
これまでの納付実績について伺う。
　新年度の歳入の太宗を占める市税収入
については、長期化する感染症の影響で
疲弊している地域経済や市民生活の実態
に必ずしも即していないようにも見受け
られるが、どんな手法で分析し見積もり
を立てているのか。
　　感染症の影響により、市税の徴収猶
予の特例を受けた方の件数は16 0 6件、
税額は約２１億円であり、その9割以上に
あたる約19億円の納付をいただいている。
　新年度の市税収入のうち、法人市民税
については、飲食・宿泊業の厳しい状況
は続いているものの、製造業や情報通信
業など多くの業種では、業績の伸びが見
られるなど、直近の申告実績や企業の収
益見込み等を参考に見積もっている。
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　　昨年7月に発生した熱海市の土石流
災害を踏まえ、国は盛り土による災害防
止に向けた総点検を指示した。県所管の
2カ所、青葉区芋沢地区と泉区北中山地
区の盛土に課題があったと報告された。
　本市内で人為的な災害を起こしてはな
らない。今後、県との協議をどのように
進めていくのか、具体的な対策工事等の
見通しについて伺う。
　　本市においては昨年6月に斜面等の
変状を確認し、現地調査を行うとともに、
県に情報を提供し、ブルーシートを設置す
る応急処置を講じる指導を行っている。
　現在、本市と県が連携して伸縮計を設
置し、斜面の動きを継続的に観察するとと
もに、地盤の滑り面等を把握するためボー
リング調査を実施している。
　具体的な対策工事
は、年度内に完了予
定の地盤調査の結果
を踏まえ、影響が及
ぶ範囲の特定、地滑
りのメカニズムなどを
早急に分析し検討を
進めていく。

　　仙台市は広域的な高速道路網を活か
し、どのように市内の道路整備を進めよ
うと考えているのか伺う。
　仙台駅周辺と結節する仙台東道路の整
備が大きな軸となってくるが、この計画
がどこまで進んでいるのか伺う。また、
合わせて起点・終点となる、仙台西道路
との直結についてもどのように計画して
いくのか伺う。
　　仙台東道路は仙台西道路と直結する
方向性が示され、今後ルートや構造等に
ついて複数の企画案が示される予定だ。
　仙台東道路により東北沿岸部と本市都
心部を結ぶ高速道路ネットワークが形成さ
れ、物流・卸売の中心である市東部地区
や仙台港、広域防災拠点等との接続が強
化されることから、物流の円滑化や観光
事業への対応、交通渋滞の緩和、災害対
応力の強化など、広域的な効果が期待で
きる重要な道路と認識している。

　　バスタ仙台のプロジェクト内容と進
捗状況について伺う。
　バスの発着所の集約化が大きなポイン
トと考えるが、仙台駅を挟んで東西に分
散している既存のターミナルをどのよう

に整理統合する考
えなのか伺う。
　本市都心部の賑
わいと魅力を創出
するためのグラン
ドデザインを描く
ことが大切だ。仙
台市が主体となってどのように全体像を
描いて、多くの事業関係者と調整してい
くのかが問われる。当局の見解を伺う。
　　高速バスのバス停の集約にあたって
は周辺道路交通への影響や、鉄道などの
乗り継ぎ利便性、周辺の土地利用状況等
を勘案する必要があると考えており、今後、
本市の考えをしっかり国に伝え、関係者と
も連携を図りながら交通結節機能強化に
つなげていきたい。

　　次世代放射光施設の整備が着々と進
み、期待される産業利用の促進に向けて
具体的に知恵を絞る段階に入っている。
　これまでハード面、ソフト面それぞれ
どのような経過をたどり、現在どこまで
進捗しているのか伺う。
　　施設整備は基本建屋の工事が順調に
進んでおり、昨年末時点でほぼ完成し、
現在は加速器の搬入が始まっており、今
後ビームラインの整備や調整等を経て、
令和6年度に本格稼働予定となっている。

　　特に仙台の活性化と街の持続的成長
のカギとなる企業側の反応と動きについ
てどのような感触を得ているのか。
　　施設利用権が得られる加入金につい
ては、活用が見込まれる企業の関心も高
く、地域パートナーが各々のネットワーク
も生かしながら獲得に向け連携を図ってい
る。企業からの評価も高く、具体的な利
活用に向けた問い合わせもいただいてお
り、引き続き多くの企業の皆様の利活用
促進に向け取り組んでいく。

　 　 こ の プ ロ ジェクトとス ー パ ー シ
ティー構想を連携し、相乗効果によって
魅力ある企業誘致と優秀な人材の地元定
着を図る絶好の機会と考えるが、如何か。
　　2つの事業が相互に連携し、相乗効
果を発揮することによって、企業誘致にお
ける本市の魅力は格段に高まるものと考え
ている。ここで学んだ優秀な人材が地元
に定着し活躍できるよう積極的な企業誘
致を展開し、質の高い雇用創出につなげ
ていきたいと考えている。

施政方針に掲げた施策の実現について 令和 4年度当初予算編成について

　　コロナ禍にあって経済状況も厳しい
中で、このプロジェクトを前に進めるこ
とに対し、批判的な議論もあるが、私と
しては厳しい状況だからこそ将来に向け
て先手を打ってでる、攻めの姿勢を大い
に歓迎するものである。
　コロナ禍の収束後の本市の活力の回
復、そして向上を見据えたときに、音楽
ホールの整備は非常に重要なプロジェク
トである事は論を持たない。愛される音
楽ホールを整備するために、今後市民や
関係者の皆様に対し音楽ホールの整備を
進める意義について丁寧に説明を尽く
し、理解を得ながら進めていく必要があ
ると考えるが、市長の所見を伺う。
　　大きな苦難を乗り越える力となった音
楽、そして市民の文化芸術のさらなる創

造の拠点となる
音 楽ホールは 、
まさに青葉山へ
の立地がふさわ
しく、この 度 の
青葉山交流広場
への整備を決断
した。

　青葉山に備わる他の所施設・歴史資源
と合わせ、仙台のアイデンティティーを象
徴するエリアとしての魅力を高めながら、
将来にわたって市民の皆様に受け継がれ、
心から誇りに思っていただける音楽ホール
を実現していきたい。

　　県民会館跡地は、音楽ホール整備に
は面積が不足したが、定禅寺通りをより
魅力と賑わいのあるエリアとするための
カギとなるとても貴重な空間である。　
　そんな定禅寺通りにふさわしい県民会
館跡地の利活用を、これまで地域の方々
と活性化を進めてきた本市が主導で行う
べきと考えるが市長の所見は如何か。
　　定禅寺通りにおける社会実験では、
スタッフとして活躍する多くの若者の姿を
目にした。このエリアを若い世代をはじめ
とする多くの人々が集い、活発に交流を重
ねる場にしていきたいとの思いを抱いた。
　県民会館跡地は、賑わい創出実現にに
向けてカギになるものと考えており、引き
続きエリアの魅力向上に取り組むととも
に、宮城県と跡地利活用に係る協議を重
ねていきたいと考えている。

音楽ホールについて

県民会館移転後の後跡地の利活用について
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　　泉文化創造センターの改修工事費と
して、総額約60億円もの経費が計上さ
れている。公共施設マネジメントプラン
においてどんな検討を行い大規模改修を
行うこととしたのか。
　　公共施設は「大切に長く使う」という
基本方針に基づき取り組んでおり、泉文
化創造センターは施設・設備の老朽化の
程度や、改修と建て替えのライフサイクル
コストを比較した結果を踏まえ、大規模改
修工事の方が合理的であると判断し実施
することとした。

　　市内２病院を含む4病院の再編に関
して伺う。再編による地域医療体制への
影響について市民や医療関係者から多く
の不安や懸念の声が上がり切実な問題と
なっている中、全てが決まってから公表

するという県がいう通り、課題が解決さ
れ、地域医療の質の向上が実現する再編
が実現できるのか。市には医療提供体制
の確保に向けて的確な対応が期待されて
いる。県の考え方、進め方についてどう
受け止めているのか。
　　県は新年度に仙台医療圏の医療提供
体制の現状と課題を整理するとともに、基
本構想を作成し、新年度末まで基本合意
を目指すとしている。
　県においては未だ充分とはいえない市民
関係者への説明や疑問の解消を進めてい
ただくことが大切で、適時適切に情報を
公開するよう働きかけを強めていきたい。

　　県政と市政とのあいだには多くの重
要かつ難しい行政課題が横たわってい
る。市民生活に密着した基礎自治体の長
としての市長の判断と、知事との判断は
時として異なることがある。しかし、市
長におかれてはたとえ知事と意見が異
なっても市民の幸せのため、東北唯一の
政令指定都市の長として主張すべきは主
張し、同時に、常に対話を続けながらよ
り良い解決策を共に探っていくという姿
勢で市政運営に当たっていただきたい。
　そうした姿勢を市民に開かれた場で示
し続けていただきたい。この点について
市長の見解を伺う。
　　私としては仙台市民の皆様からの負
託を受けた者として、幸福につながる多く
の思いの実現に向けて最大限努力をすべ
きであり、申し上げるべき事は申し上げて
いくことが基本と考えている。
　引き続き、県とは密接な連携や適切な
調整を図りながら１０９万市民のために市
政運営を進めていく考えだ。

　その他の質疑項目
●青葉山エリアについて
●仙台駅周辺のまちづくり
●新型コロナウィルス感染症対策
●子育て応援まちづくりについて
●ヤングケアラー支援について
●GIGAスクール構想の推進について
●不登校対策について
●市立夜間中学校設置について
●復興公営住宅の減免制度について
●雨水対策について
●自動車運送事業について
●ガス事業民営化について
●G7関係閣僚会議誘致について
　など、多岐にわたり質疑を行いました。
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皆様からご記入いただきました個人データは「野田ゆずる議会報告」等の連絡などに使用しそれ以外の使用はいたしません。

お住いの地域のお困り事、普段から疑問等に思うことなど何でも
かまいません。仙台市政へのご要望などがありましたらお気軽に
ご記入お願いします。

野田　ゆずる　行
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声をお聞かせください
　仙台市や地域に思う事または、行政や国に対して思う事
など皆様のお考えをお聞かせください。下記のハガキにお
書きいただき、お近くのポストにご投函お願い致します。
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料金受取人払郵便

切手不要

差し出し有効期間
2022年
4月30日まで

36

あなたの声をお聞かせくださいお聞かせください

（受取人）
泉区上谷刈3丁目7-29
　　　　　　 D棟103
仙台市議会議員（泉区）

泉　　　局
承　　　認

4 病院の再編について

首長としてのスタンスについて
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